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１．小豆島中山地区の棚田の知名度向上

２．地域の伝統文化維持に貢献

３．棚田の保全に貢献

４．中山地区と香川大学学生との持続的な交流
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活動目的

棚田の会です。私たちは小豆島中山地区中山千枚田の保全や
中山千枚田の知名度向上、中山地区との継続的な交流を目的と
して活動しています。一年を通した耕作活動や地域行事に参加
することで、農業への関心や地域の方 と々の交流を行っています。

棚田の会では小豆島町役場の方々、地域の方々の力をお借りし
て、いちからお米を作っています。棚田という特殊な農地である
ため、大型の機械の導入が難しく多くの作業を手作業で行い
ます。そのため、収穫後に実際に口にするときには「おいしい」
だけでなく、特別な思いを感じることができます。

また、棚田の会は地域の方との交流が密接であることも魅力で
す。部員のほとんどは農業未経験であり、活動の際は地域の方々
にサポートしていただきます。また、地元のお祭りなどで地元
企業の方 と々話すことも多く、農業以外の面でも大変勉強になる
ことが多いです。

私が棚田の会に加入したのは農業が好きだからです。将来農業
関係の仕事に従事したいと考えており、棚田の会では耕作や
農村での活動を多く学ぶことができ、とてもよい経験を積むこと
ができています。農業や環境保全、地域社会の活性化に興味の
ある方にはもってこいのサークルですので興味のある方はぜひ
instagramのDMまでご連絡ください。

棚田の会 instagram

1. 水路掃除　山間にある水路を掃除し、棚田へ続く水路を開通させます。

2.荒作り　荒作りとは耕運機を用いて田んぼの
土を細かくする作業です。狭い田んぼであり、
大型の機械を導入できないため、手押しの耕運
機で田んぼを往復して耕します。

3.本作り　荒作りよりもさらに土を細かくします。
田植えの１週間前にするため、しっかりと土を
作る必要があります。

4.小学生田植え体験 まず、どろんこ遊びといって、子どもたちが田んぼ内で自由に遊ぶ時間を作りました。その際浮き輪レース
や玉取り競争などの企画、実行を行いました。小学生田植え体験は全て手植えで行いました。古き良き田植えの形を知って
もらう目的がありました。

5.棚田の会田植え　手押しの田植え機や手植えで苗を植えます。6.火手（ほて）作り　伝統行事虫送りに使う松明である火手を作ります。7.虫送り　虫送りは7月の第一日曜日に開催される伝統行事です。田植え後、
豊作や害虫防止を願って中山千枚田を、火手を持ち山頂にある湯船神社から、
麓にある春日大社付近まで歩きます。

8.収穫　実ったお米を収穫します。昨年は手刈りと機械両方で収穫しました 9.地産地消まつり　地ビールや牡蠣、海鮮丼、オリーブ加工品といった小豆島特産の物品や食べ物を売る屋台が
並びます。棚田の会では、小豆島中山千枚田をブーストして、新米や新米で作ったおにぎりの販売にボランティア
として参加させていただきました。


